

























































America，NA と略す）は IPA と少し違っている。たとえば，shark（さめ）
の始めの sh の音は IPA では［∫］，NA では［š］で表される。この本では



























　日常会話の中で，時として舌がすべって Kodacolor のことを Kolacodor











二つの p を別の記号で表すほどのちがいではない。一方 p と t は全く別の性
































































































































い。しかしわたり音は yet や wet の y や w のようにただちに次の母音の発
















































を歯茎音（alveolars） と い う。 英 語 で は，top，deer，soap，zip，lip，






（palatals） と い う。 英 語 で は，show，measure，chip，judge の sh，s，




























はすべて有声である）。英語では，sun，sum，sung の n，m，g は鼻音で
































  両唇  歯茎  軟口蓋  声門
無声  ［p］  ［t］  ［k］  ［ʔ］
有声  ［b］  ［d］  ［g］












　英語では，fat の f が無声唇歯摩擦音，vat の v が有声唇歯摩擦音，thin
の th が無声歯間摩擦音，those の th が有声歯間摩擦音，sing の s が無声歯
茎摩擦音，zip の z が有声歯茎摩擦音，ship の sh が無声歯茎硬口蓋摩擦音
である。有声の歯茎硬口蓋摩擦音は英語にはあまりなく，azure の z，
pleasure の s，rouge の g などが挙げられる程度である。hotel や hat の h
は無声声門摩擦音である。




























  唇歯音  歯間音  歯茎音  歯茎硬口蓋音  声門音
無声  ［f］  ［ϑ］  ［s］  ［ʃ］  ［h］
有声  ［v］  ［ð］  ［z］  ［ʒ］

























歯茎  　［s］    ［z］




















a b c d











a b c d



















いマルで，［l］のように記号の真下につける。英語では，please や clear の
l が無声側面音である。
英語の r
　世界の言語にはまた，いろいろなタイプの r がある。ここでは英語の r を
紹介する。
　北アメリカで聞かれる r は，舌先を口の奥まで巻くか舌全体を奥の方に上
げて発音される。ride の r や car の r がそれで，そり舌音（retroflex）とい
う。この本では［r］で表されるが，IPA では［ɹ］の方がよく使われる。
　もう 1 つの r ははじき音（flap）である。これは，舌先が歯茎をかすめて
できる音で，北アメリカ英語の bitter，butter の tt などがはじき音になる。






    無声  ［l］
r  そり舌音  有声  ［r］
    無声  ［r］







［ ］のように記号の真下につける。音節性の r が現れるのは，bird や her





























調音法 唇音 唇歯音 歯間音 歯茎音 歯茎硬口蓋音 硬口蓋音 軟口蓋音 声門音
破裂音 無声 p t k ʔ
有声 b d g
摩擦音 無声 f ϑ s ʃ h
有声 v ð z ʒ
破擦音 無声 tʃ
有声 dʒ
鼻音 有声 m n ŋ
流音 有声側面音 l
有声そり舌音 ɹ























単母音  二重母音  単母音  二重母音
pit ［I］  heat ［ij］  cut ［ʌ］  lose ［uw］
set ［ɛ］  say ［ej］  bought ［ɔ］  grow ［ow］









ると同時に奥にすぼまるのがわかる。次に，paw につづいて pat を発音し
てみよう。舌が奥（back）から前（front）にうつるのがわかる。さらに，































  はり母音    ゆるみ母音
heat  ［ij］  hit  ［I］
mate   ［ej］  met  ［ɛ］
mat  ［æ］
shoot  ［uw］  should  ［ʊ］
coat  ［ow］  ought  ［ɔ］ （いくつかの方言で）
－  －  cut  ［ʌ］
－  －  Canada  ［ə］












らないということである。たとえば，see は［ij］，say は［ej］，Sue は［suw］，
so は［ow］，spa は ［spɑ］となり，*s［I］，*s［ɛ］，*s［æ］，*s［ʊ］，*s［ʌ］
にはならない。一方 schwa は，sofa［ə］や Canada［ə］などのように， 2 音

















［p］  spit  ［spɪt］］  spar，crispy，upper，Yuppie，culprit，bumper
［tʰ］  tick  ［tʰɪk］  tell，attire，terror，Tutu
［t］  stuck  ［stʌk］  stem，hunter，nasty，mostly
［kʰ］ keep  ［kʰijp］  cow，kernel，recur
［k］  skip  ［skɪp］  scatter，uncle，blacklist，likely
［tʃ］  chip  ［tʃɪp］  lunch，lecher，ditch，belch
［dʒ］ judge  ［dʒʌdʒ］  germ，journal，budgie，wedge
［b］  bib  ［bɪb］  boat，liberate，rob，blast
［d］  dip  ［dɪp］  dust，sled，draft
［ɾ］  butter ［bʌɾər］  madder，matter，hitting，writer，rider
［g］  get  ［gɛt］  gape，mugger，twig，gleam
［f］  fit  ［fɪt］  flash，coughing，proof，phlegmatic，gopher
［v］  vat  ［væt］  vote，oven，prove
［ϑ］  thick  ［ϑɪk］  thought，ether，teeth，three，bathroom
［ð］  though ［ðow］  then，bother，teethe，bathe
［s］  sip  ［sɪp］  psychology，fasten，lunacy，bass，curse，
      science
［z］  zap  ［zæp］  Xerox，scissors，desire，zipper，fuzzy
［ʃ］  ship  ［ʃɪp］  shock，nation，mission，glacier，wish
［ʒ］  azure  ［æʒər］  measure，rouge，visual，garage（少数の話者）
      Taj Mahal
［h］  hat  ［hæt］  who，ahoy，forehead，behind





［l］  leaf  ［lijf］  loose，lock，alive，hail
［̩l］  huddle ［hʌɾ̩l］  bottle，needle（多くの話者）
［r］  reef  ［rijf］  prod，arrive，tear




［n］  note  ［nowt］  now，winner，angel，sign，wind
［n］  button ［bʌtn̩］  Jordan，batten
［ŋ］  sing  ［sɪŋ］  singer，longer，bank，twinkle
表2.17　英語の母音の発音記号
記号  語  発音記号  他の例 
［ij］  fee  ［fij］  she，cream，believe，receive，serene，
      amoeba，highly
［ɪ］  fit  ［fIt］  hit，income，definition，been （少数の話者）
［ej］  fate  ［fejt］  they，clay，grain，gauge，engage，great，
      sleigh
［ɛ］  let  ［lɛt］  led，head，says，said，sever，guest
［æ］  bat  ［bæt］  panic，racket，laugh，Vancouver
［uw］boot  ［buwt］  to，two，loose，brew，Louise，Lucy，through
［ʊ］  book  ［bʊk］  should，put，hood
［ow］  note  ［nowt］  no，throat，though，slow，toe，oaf，O’Conner
［oj］  boy  ［boj］  voice，boil，toy
［ɔ］  fought ［fɔt］  caught，normal，all
［ɑ］  rot  ［rɑt］  cot，father，rob























































































































































fato  ［fatɔ］  運命  fatto  ［fat:ɔ］  事実
fano ［fanɔ］  木立  fanno ［fan:ɔ］  彼らは～する













































































音点が次に来る母音によって変わることもある。たとえば，keys や keel な
どのように［k］のあとに［ij］という母音が続くとき，［k］は，後舌が硬
口蓋にさわりそうになるくらい前に出て発音される。このときの［k］の発































































































laden  ［la:dən］  ［la:dn̩］  招待する



































warmth や something は，正確な発音では［wɑrmϑ］，［sʌ̃mϑɪ̃ŋ］となるが，





































を見てみよう。Canada と Canadian の初めの母音［a］は，アクセントのあ
る前者は［æ］，アクセントがない後者は［ə］で発音される。一方，




























  前舌  中舌  奥舌
  非円唇  円唇  非円唇  円唇  非円唇  円唇
高  i  y      ɯ  u（張り）
  I  Y        ʊ（ゆるみ）
中段  e  ø  ə （縮小）    o（張り）
現代言語学（翻訳）　第 2 章
― 　 ―56 ― 　 ―57
  ε  œ  ʌ      ɔ（ゆるみ）







英語  win  ［wĩn］  勝つ
フランス語  pain  ［pɛ̃］  パン
ポルトガル語  sento ［sɛ̃ntu］  百


























両唇 歯／歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 声門
無声 ［p］ ［t］ ［ʈ］ ［c］ ［k］ ［q］ ［ʔ］
有声 ［b］ ［d］ ［ɖ］ ［ɟ］ ［g］ ［G］
つぶやき ［b̤］ ［d̤］ ［ɟ̤］ ［g̤］







日本語の Fuji（富士山）のはじめの F は無声両唇摩擦音で，［ɸ］で表される。









両唇 唇歯 歯 歯茎 歯茎硬口蓋 硬口蓋 軟口蓋 声門
無声 ［ɸ］［f］ ［ϑ］［s］ ［ʃ］ ［ç］ ［x］ ［h］












唇歯 歯茎 歯茎硬口蓋 軟口蓋
無声 ［pf］ ［ts］ ［tʃ］ ［kx］


























    葉／歯茎  硬口蓋  口蓋垂
側面音
  無声  ［l］  ［ʎ］
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両唇 唇歯 歯 歯茎 後歯茎 そり舌 硬口蓋 軟口蓋 口蓋垂 咽頭 声門
破裂音 p  b t  d ʈ  ɖ c  ɟ k  g q  ɢ ʔ
鼻音    m    ɱ    n    ɳ    ɲ    ŋ    ɴ
ふるえ音    ʙ    r    ʀ
はじき音    ɾ    ɽ
摩擦音 ɸ  ㌼ f  v ϑ  ð s  z ʃʒ ʂ  ʐ   ç  ʝ x  ɤ χ  ʁ ħ  ʕ h  ɦ
側面摩擦音 ɬ  ɮ
接近音    ʋ    ɹ    ɹ̝    j    ɯ
側面接近音    l    ɭ    ʎ    ʟ





















































　a）［p t k g ʔ］   b）［i e ɛ æ］  c）［tʃ ʒ ʃ dʒ］  d）［p b m f v］



















　a）sunny  b）banana  c）blackboard  d）Canada  e）（to） reject
　f）arrive  g）defy  h）summary  i）Canadian  j）（a） reject














































語の読みを勉強する人にとって，tho と who は韻を踏まず，due，who，
threw，shoe，thru は韻を踏むということが，かえってわかりにくくなる





































locked the door の she lo なのか Sheila なのかといったあいまいさが全くな
くなります。
　実際，文と文を区切ったり，語と語を分けたりする書き方が最も必要なの
であって，語と語の音の聞こえ方がどうちがうかについては，最小限わかれ
ばよいのです。ただ，最小限とはどの程度なのでしょうか。これはとてもむ
ずかしい問題です。この問題に答える前に，音韻論や形態論の章を読む必要
があります。そもそも語とはいったい何かについても考える必要があります。
ですから，第 3 章と第 4 章を読んでから，もう一度この文を読んでみましょ
う。そして，非の打ちどころのない書き方の記号を発明して，それを卒業論
文で使い，特許をとって売りに出し，財をなしたあと，英語を話さない人た
ちがいて食べ物もおいしい，南国の小さな島で余生を過ごしましょう。

